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第1章　 緒 言

生 体 に投 与 され た抗 原が どの 臓 器 に 多 く分 布 され

るか とい うこ とは直 接 抗 体 の 産生 と関 連 して い る と

思 わ れ るの で 免疫 学 上 重 大 な 問 題 で あ る, Hauro

witz1)等 はLandsteiner2)3)と 同 じ 方 法 に て馬 血 清

にP-Arsanil酸 を結 合せ しめ たAtogyi-azo-馬 血 清

を精 製 し,之 を 家 兎 に投 与 した場 合 の臓 器 内分 布 並

び に尿 中排 泄 に つ い て研 究 して い る.

一 方Sabin4)5)
, Kruse6)7)等 を 初 め 掃 部8),塚 田9)

はAzo蛋 白 を生 体 に投 与 した 場 合 の 抗 原の 追 求 を

組 織学 的 に行 つ て い る.又 最 近 に至 り ア イ ソ トー プ

を 利用 した抗 原 の 追求 も行 われ て い る.然 るに之 等

は何 れ も正 常 時 に於 け る抗 原 の 分 布 で あ り感 作 時,

特 にAnaphylaxie Schock時 に 於 て 抗 原 の分 布 が ど

の 様 に変化 す るか は興 味 あ る問題 で あ るが,之 に つ

いての報告は殆んど之を見ない,

著者は第2編 に於て使用したAtoxyl-azo-人 血清

アルブミンを海〓に静脈内注射及び腹腔内注射によ

り投与 し,そ の生体内に於ける抗原分布状態を砒素

定量法を用いて経時的定量的に追求し比較すると共

に糞尿中への抗原排泄状態を観察 した.又 同様の方

法にてAnaphylaxie Schock時 に於ける抗原の生体

内分布の差異を検討 し2, 3の 知見を得たので以下

に詳述する.

第2章　 実験材料並びに実験方法

第1節　 実験材料

第1項　 Atoxyl-azo-人 血清アルブミンの精製

第2編 に於て行つたと同じ方法にて精製 した10),

尚このAtoxyi-azo-人 血清アルブミン液1cc中 には

砒素300γ を含有 している.
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第2項　 抗Atoxyl-azo-人 血 清 アル ブ ミ ン

家 兎 血清 の調 製

抗Atogyl-azo-人 血 清 アル ブ ミン家 兎 血 清 の 調 整

法 は第2編 に述 べ た通 りで あ る.本 編 に於 て 使 用 し

た 抗 血 清 の抗 原価 及 び抗 体 価 は 次 の 如 くで あ る.

Uhlenhuth価　 1:25,000

結 合帯11)　 1:1,000

抗 体 価　 1:80

第3項　 ペ プ トン溶 液 の 調 整

ペ プ トン10.0gを100ccの 生 理 的 食 塩 水 に 溶 か

し100℃ に て1時 間 消 毒 した後 実 験 に使 用 した.

第4項　 実験 動物

Anaphylaxie Schockの 実 験 に は体 重260g前 後

の健 康幼 若 な る海 〓 を使 用 し,非 感 作時 に於 け る抗

原 の臓 器 内 分 布 の 実験 に は体 重400g前 後 の 健 康 成

熟海 〓 を,糞 尿 中 砒 素 排泄 の実 験 に は体 重500g程

度 の 充分 に成 熟 した健 康海 〓を 使 用 した.尚 食 餌 と

して は野 菜,野 草,オ カ ラを飽 食 せ しめ た.

第2節　 実 験 方 法

第1項　 砒 素定 量 法

海 〓の 各 臓器 を摘 出後,又 は 糞尿 を採 取 後,各 々

の 重量 を測 定 し, Kjeldahlフ ラ ス コ中 に て 硫 酸 と

過 酸 化 水 素 で 分 解 し臓 器 中に 含 有 して い るAtoxyl-

azo-蛋 白を 無 機 砒 素 に し,之 を 第2編 に於 て 詳述 し

た モ リブデ ン青 法12)13)を 用 いて 砒 素 含有 量 を 測 定

した,尚 盲検 に は 抗原 投 与 前 の 各 臓 器 又 は 糞 尿 を

Kjeldahl分 解 よ り始 め て 同 様 の操 作 を 行 つ た.

第2項　 組 織分 劃法

Schneiderの 方 法14)を 用 い た,即 ち 冷 却 し た

0.25mol等 張 蔗 糖 液 を 組 織 の 湿 重 量 の9倍 加 え,こ

れ を ガ ラ ス製homogeneizerに か け て 充分 に磨 砕 し

均 一化 す る.次 に この 懸 濁液 をKR8型 超 高 速 度 冷

凍 遠 心 沈澱 機 にて10分 間600×gで 遠 心 し核 分 劃

を 沈 澱 させ る.更 に その 上 清 を10分 間8,500×gで

遠 沈 し ミ トコ ン ドリア分 劃 を 沈 澱 させ る.最 後 に上

清 を18,000×gで1時 間遠 沈 し マ イ クロ ゾー ム分

劃 を沈 澱せ しめ る.

第3項　 PeptonSchock法

吉 田15)の 行 つ たPepton Schock法 に準 じた.即

ち先 に調 整 したPepton液 を 体 重260g前 後 の海 〓

に逓 減 的 に頸 静 脈 よ り投 与 して 最 少 致 死 量 を決 定 し

た.最 少 致 死 量 は0.8ccで あつ た.尚Pepton液

2.0ccを 注 射 した 場 合 に は約10分 後 に 不 穏,〓 鼻,

立 毛.放 尿,跳 躍,痙 攣 等 のAnaphylaaie Schock

に類 似 した症 状 を 呈 して 斃 死 した.

第3章　 実 験 結 果

第1節　 Atogyl-azo-蛋 白質 の 正 常 時 に

於 け る生 体 内分 布

第1項　 静 脈 内注 射 に よ る場 合

体 重400g前 後 の健 康 な る海 藻9頭 を選 び,之 等

の海 〓に 夫 々体 重100g当 り1cc(砒 素 含有 量300γ)

の割 合 にAtoayl-azo-人 血 清 アル ブ ミンを 頸 静脈よ

り投 与 し,注 射 後6時 間, 8時 間, 12時 間, 24時 間,

 2日. 4日, 7日, 10日, 14日 目毎 に瀉血 死せ しめ,

生 理 的食 塩 水 にて 環 流 した 後 各 臓 器 を 取 り 出 し,

 Kjeldahlフ ラ ス コに て湿 性 灰化 後 モ リブデ ン青法

に て 各 臓 器 中 に含 ま れて い る砒 素 量 を測 定 した.

第1表　 8時 間 後 に 於け る諸 臓 器砒 素含有 量

海 〓No.32,体 重3909に 抗原3.9cc

(A8含 有 量1, 170γ)を 投 与

第1図　 Atoxyl-azo-蛋 白 静注 後に 於け る諸

臓 器砒 素 含 有 量(γ/g)

海 〓 体 重100g当 り抗 原1cc(As含 有 量

300γ)を 投 与

結果は第1図 及び第1表 に示す如 く抗原注射後8

時間で各臓器とも最高値を示 し,臓 器1g当 りの砒

素含有量は脾臓が最も高 く33.5γ を含有し,以下

腎,骨 髄,肝,腹 部 リンパ腺,肺 の順序であつた.

各臓器 とも8時 間後までは急速に上昇し, 8時間後

から12時間後まではやや平衡状態を保ち,そ れ以後
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は徐々に減少した.然 しながら脾臓の減少率は比較

的急速であつた.

第2図　 Atosyl-azo蛋 白静 注 後 に 於け る諸 臓

器砒 素含 有 量(%)

海 〓 体 重100g当 り抗 原1cc(As含

有 量300γ)を 投 与

更に注射量に対する全臓器の砒素含有量を百分率

で示すと第2図 の如くである,即 ち全臓器の砒素含

有量は肝臓が最 も多く28%を 示し,以 下骨髄,腎,

脾,腹 部 リンパ腺,肺 の順序であり,肺 に於ては僅

か0.9%に しか過ぎなかつた.尚 流血 中に は抗原

注射後8時 間で4.1%(1.6γ/g), 12時 間 で1%

(0.4γ/g)に 激減し,以 後平衡状態を保ち7日 後に

は完全に消失した.肝 臓,脾 臓中には10日後には夫

々3.5%(3γ/g), 2%(2γ/g)を 示 し, 14日後に

は双方共に消失した.

第2表　 腹 腔 内注 射 後12時 間 に 於 け る諸 臓 器砒

素 含 有 量

海 〓No.43,体 重380gに 抗 原3.8cc

(As含 有 量1140γ)を 投 与

第2項　 腹 腔 内注 射及 び皮 下注 射 に よ る場 合

体 重400g前 後 の 海 〓7頭 を 選 び そ の 各 々に

Atoayl-azo-人 血 清 ア ル ブ ミンを体 重100g当 り1cc

(砒 素含 有 量300γ)の 割 合 に腹 腔 内 に 注 射 し,注

射 後6時 間, 8時 間, 12時 間, 24時 間12日, 4日,

 7日 目毎に瀉血死せしめ,静 脈内注射の場合と同様

の方法にて各臓器中の砒素含有量を測定した.

第3図　 Atoxyl-ago蛋 白 腹 腔 内注 射 後 に

於 け る諸 臓 器 砒 素 含 有 量(γ/g)

その結果は第2表(12時 間後のみ)及 び第3図 に

示す如 く静脈内注射の場合 とは著 しく異り抗原注射

後12時 間にて各臓器とも最高値を示 し, 1g当 り砒

素含有量は腹部 リンパ腺が最も多く20γ を示し以

下脾,腎,偶 髄,肝,肺 の順序であつた.然 も脾臓

には腹部 リンパ腺の1/2の10γ しか含有 しなかつ

た.尚 抗原注射量に対する各臓器の砒素含有百分率

では肝→骨髄→腎→腹部 リンパ腺→肺→脾の順序で

あつたが之等の臓 器を全 部合 わせ て も注 射量の

21.4%に しか過ぎなかつた-

又皮下注射による実験には海〓の腹部皮下に同量

の抗原を注入し, 8時 間後, 12時間後, 24時 間後,

 2日 後に夫々瀉血死せ しめ,前 述の方法にて各臓器

中の砒素を定量した.そ の結果抗原注射後24時 間に

て下に示す如き値を得たが,そ の他は砒素の検出は

出来なかつた.

腹部 リンパ腺　 8γ/g(0.7%)

脾臓　 4γ/g(0.1%)

腎臓　 37/9(1.4%)

肝臓　 1γ/9(1.2%)

但 し()内 は投与砒素量に対する臓器砒素含

有百分率

即ち皮下注射の場合には注射後24時 間にて最高値

を示し,臓 器1g当 りの砒素含有量は腹部 リンパ腺

が最も大であるが,抗 原注射量に対する臓器砒素含

有百分率は合計しても僅かに3.4%で あつた.静 脈

内注射の場合には抗原の大半が網内系臓器に摂取 さ

れたのに比し,腹 腔内注射及び皮下注射の場合には

極 く一部分 しか網内系臓器には認められず他の大部

分は恐らく局所の細胞に摂取され るもの と思 われ

る.
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第3項　 抗原の細胞内分布

体重400gの 海〓にAtoxyl-azo-人 血清アルブミ

ン4cc(砒 素含有量1,200γ)を 頸静脈より投与 し,

注射後8時 間で瀉血死せ しめ,生 理的食塩水にて環

流後,肝 臓及び脾臓を取り出し,前 述の組織分劃法

により核,ミ トコン ドリァ及びマイクロゾームに分

劃し,各 々に含まれている砒素量をモリブデ ン青法

により測定した.

第4図 抗原の細胞内分布(γ/g)

肝 臓

脾 臓

結 果 は第4図 に示 す 如 く肝 臓 に於 て は1g当 りの

砒 素 含有 量 は ミ トコ ン ドリアに 最 も多 く52γ を 含

有 し,之 は 肝組 織1g当 り砒 素 含 有 量20γ の2.6

倍 に相 当す る.又 マ イ クロ ゾー ムに は12γ,核 に は

8γ の砒 素 を 含 有 して い た.次 に脾 臓 に 於 て も肝 臓

に於 け る と同 じ く ミ ト コ ン ド リア に 最 も 多 く,

 82.5γ を 示 し,脾 組 織1g当 り砒素 含有 量33γ の

2.5倍 に 相 当 す る.各 分 劃 の砒 素 含 有 量 も肝臓 に於

け る と同 じ く ミ トコ ン ドリア→ マイ ク ロゾ ー ム→ 核

の 順 で あ つ た.

第2節　 糞 尿 中へ の 排 泄

体 重490gの 海 〓 にAtoxyl-azo-人 血 清 アル ブ ミ

ン4cc(砒 素 含 有 量1,200γ)を 頸 静 脈 よ り注 射 し,

注 射 後2時 間, 6時 間, 12時 間, 24時 間, 2日, 3

日及び4日 以後は隔日毎に11日 まで採尿し,糞 は注

射後24時 間より尿と同時刻に採糞し適当量丈秤量し

た後Kjeldahlフ ラスコ中にて硫酸 と過酸化水素に

て充分に灰化後モ リブデン青法にて糞尿中の砒素を

定量した.測 定に使用した糞尿量は砒素含有量が減

少するに従い漸次増量せ しめた.

第3表　 尿 中砒 素 含 有 量

体 重490gの 海 〓 に抗 原4cc(As含 有量

1,200γ)を 投 与

第4表　 糞 便 中砒 素 含 有量

体 重490gの 海 〓 に抗 原4cc(As含 有 量

1200γ)を 投 与

結果は第3表 及び第4表 に示す如 く尿中には抗

原注射後2時 間にて注射量の約1/10に 相 当する

126.0γ を, 24時 間にて注射景の1/3以 上の337.5γ

を排泄した.糞 中の総砒素排泄量は24時間後よりも

2日 後の方が多量に認められた.但 し1g当 りの砒
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素排泄量は24時間後の方がやや多かつた.抗 原注射

後11日 にて尿中には計753.8γ(62.8%),糞 中に

は255.0γ(21.2%),両 者を合せて1008.8γ 排泄

された.之 は注射量の84%に 相当する.

尚各時間尿にズルフォサルチル酸を滴下して蛋白

の有無を検 したところ, 2時 間尿と6時 間尿にのみ

沈澱を生 じ, 12時間以後の尿中には認められなかつ

た.こ の沈澱を上清 と分離した後各々の砒素含有量

を前述の方法にて測定したところ,上 清と沈澱との

砒素含有比は2時 間尿では15:8で あり, 6時 間尿

ではその比は4:1に 減少していた.こ の結果少 く

とも6時 間までは尿中の蛋白とAtosylが 一部結合

した状態で存在することが推定される.

第5図 糞尿中への砒素排泄量

次に第5図 に尿及び糞1g当 りの砒素排泄量をグ

ラフで表し,且 つ血中濃度 との関係を比較した.血

中では抗原注射後12時間で既にその減少を終へ,以

後平衡状態を保つが,尿 では24時間,糞 では3日 で

その大部分の減少を終へ,以 後は極 く少星つつ減少

した. 1g当 りの砒素排泄量は尿よりも糞の方が終

始大であつた.尚 抗原注射後15～

16日後の糞尿中には砒素は認めら

れなかつた.

第3節　 Atoayl-azo-蛋 白 質 の

Anaphylasie Schock

時 に 於 け る生 体 内分 布

体 重約260g前 後 の 健康 な る海

〓に血 清 番 号No.2の 抗Atoayl-

azo-人 血 清 アル ブ ミン家 兎 血 清 を

海 〓 の血 液1ccに 対 し2単 位 の割

合 に頸 静脈 よ り投 与 し, 24時 間後

Atoayl-azo-人 血 清 ア ル ブ ミ ン を

体 重100g当 り1cc(砒 素 含 有 量

300γ)再 注 射 した.抗 血 清 の 結合

帯 が1.:1,000で あ る か らAna

phylaxieを 起 させ る為 の抗 原 再 注 射 量 は 結 合於 よ

り計 算 して0.02ccに て 充 分 で あ るが か か る少 量 で

は 砒素 の定 量 が 困難 な の で 体 重100g当 り1ccを

再 注 射 した.尚 感 作 を2単 位 に とど め た の は誘 発 注

射 後 死亡 ま で の時 間 を 多少 と も遅 らせ る為 で あ る.

誘 発注 射後 何 れ も不 穏,〓 鼻,立 毛,放 尿,放 尿,

呼 吸 困難,跳 躍,痙 攣 等 の定 型 的 な 過 敏症 症 状 を 起

して1～4分 後 に死 亡 した.

対 照 と し てAnaphylagie Schockに 類 似 し た

Schock死 を呈 す るPepton Schockを 行 つ た.即 ち

体 重260g前 後 の 海 〓2例 に10%ペ プ トン液 を夫

々2cc右 側 頸 静 脈 よ り投 与 し, Schock予 想 時間3

分 前 にAtosyl-azo-人 血 清 アル ブ ミ ンを 体 重100g

当 り1ccの 割 合 に 左 側頸 静脈 よ り 投 与 し た と こ ろ

Anaphylasie Schockと 類 似 の 症 状 を 呈 し,ペ プ ト

ン液 注 射 後1例 は10分 後,他 の1例 は10分30秒 後,

即 ちAtoayl-azo-人 血清 アル ブ ミン注 射後3分 及 び

3分30秒 にて 死 亡 した.更 に対 照 と して1例 瀉血 死

を 行 つ た.体 重270gの 海 〓 にAtosyl-aza-人 血 清

アル ブ ミン2.7ccを 頸 静脈 よ り 投 与 し, 1分 後 反

対 側 の頸 静 脈 を切 断 瀉 血 した と こ ろ3分 後,即 ち

Atosyl-azo-人 血 清 ア ル ブ ミン 注 射 後4分 にて 死 亡

した. Anaphylaxie Schock, Pepton Schock,及 び

瀉血 に よ り死 亡 した海 〓 は直 に 生 理 的食 塩 水 にて 環

流 洗 滌 後,各 臓 器 を取 り 出 しKjeldahlフ ラス コ中

で湿 性 灰 化 後,前 述 の方 法 にて 各 臓 器 中 に含 ま れて

い る砒 素 を定 量 した.

第6図　 Anapbylasie Schock時 に 於 け る諸 臓 器 抗 原 分 布 度

a. 第1例

体 重　 260g

抗 血 清　 0.5cc

抗 原　 2.6cc
投与

1分 移死亡

b. 第2例

体 重　 280g

抗 血 清　 0.5cc

抗 原　 2.8cc
投与

3分 後死亡

c. 第3例

体 重　 250g

抗 血 清　 0.5cc

抗 原　 2.5cc
投与

2分 後死亡

結果は第6図 及び第7図 に示す如 く砒素含有量は

肝臓が最 も多 く61～67γ,次 いで腎臓には20～44γ

を示した.対 照例に於ては肝臓には49～63γ,腎 臓
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には19～39γ を示し前者より

も多少少い程度であつた.特 に

著 しい差が認められたのは肺臓

で対照例では2-5～3γ で あ る

に比 し, Anaphylaxice Shock

死の場合にはその2～6倍 に相

当する6～18γ の砒素を含 有

していた.然 も興味ある事実は

Anaphyasie Schockの 度が 強

くて早 く死亡した例程肺臓への

砒素分布が多いということであ

る.又 脾臓に於ても対照例に比

しやや多量の砒素が認められた

が,そ の他の臓器には全 く差異

は認められなかつた.尚Pepton

 Schock死 と瀉血 死との間には砒素含有量は瀉血死

の場合腎臓にやや少い以外には大差はなかつた.

第7図　 Pepton Schock及 び 瀉 血 死 時 に 於 け る 諸 臓 器 抗 原 分 布 度

〓. Pepton Schock第1例b. Pepton Schock第2例c.瀉 血 死

体 重　 260g

Pepton　 2cc

抗 原　 2.6cc
投与

3分 後死亡

体 重　 265g

Pepton　 2cc

抗 原　 2.7cc
投与

3分30秒 後死亡

体 重270g

抗 原2.7cc 投与

4分 後死亡

第4章　 総 括 並 び に 考 按

海 〓 にAtoxyl-azo-人 血 清 アル ブ ミンを 静 脈 注 射

した後,各 臓 器 を 経 時 的 に取 り 出 し,砒 素含 有 量 を

調べ た と ころ,各 臓器 と も抗 原 注 射 後8時 間 にて 最

高値 を 示 し,臓 器 砒 素 含有 量 は肝 → 骨髄 → 腎→ 脾 →

腹 部 リンパ 腺 → 肺 の 順 序 で あつ た.

流 血 中 で は抗 原 注 射 後8時 間 に て4.1%, 12時 間

にて1%に 減 少 して い るの で 臓 器へ の血 液 残 留 によ

る誤 差 は 少 い もの と見 て よ い.

Haurowitz1)等 はAtoxyl-azo-馬 血 清 と家 兎 を 用

い て 同様 の実 験 を 行 い,臓 器 砒 素 含 有量 は抗 原 注 射

後6時 間 に て最 高 値 を 示 し,網 内 系組 織 に そ の大 部

分 が 分 布 さ れ て い る こ と を 認 めて い る. Sabin4)5)

塚 田9)はR-salt-azo-benzidine-azo-結 晶卵 白 アル ブ

ミ ン を 用 い,又Kruse, Mc Master6)7)はEvans-

blue-azo-蛋 白 を用 いて 顕微 鏡下 に之 を追 求 し,網 内

系 を 中心 とす る貪 喰 細 胞が 之 を と る こ とを 明 か に し,

網 内 系細 胞 に よ り抗 体 が産 生 され る こ とを主 張 した,

又 浜 島16)17), Coons18)19)20)は 螢 光 蛋 白抗 原 を使 用 し

て抗 原 の 行 方 を 追及 し,肝 の 網 内 系 が主 的 に,脾,

リ ンパ 腺,腎 系毬 体 の網 内 系が 従 的 に 作 用 す る と

述 べ て い る.又 緒 方21)等, Melcher22)23)24)等,

 Haumwitz25)26)等 はI131-異 種 蛋 白 を 用 いて 抗 原 の

生 体 内 分 布 を研 究 して お り,や は り網 内 系臓 器 に抗

原 の 多 くが集 め られ る こと を認 めて い る,更 に緒 方,

望 月27)は 卵 白 アル ブ ミンで 足 蹠 か ら家 兎 を 免疫 し

た場 合 に は 局 所 の 膝 窩 リ ンパ 腺 が 抗 体 産 生 に あつ か

ることを確かめている.又Moeschlin28)29),天 野30)

はプラスマ細胞による抗体産生説をとなえ,最 近掃

部8)は コンゴーロー ト蛋白を用いて実験を行い組織

球,単 球等の大貪喰細胞が之に関係すると主張して

いる.

著者の行つた実験では静脈内投与の場合には網内

系臓器に抗原の大部分が摂取されるが,腹 腔内投与

の場合には網内系臓器への移行は極めて少く,腹腔

内 リンパ腺にやや多量に認められ,又 皮下注射では

網内系臓器への移行は殆んど認められなかつた点よ

り,抗 原の静脈内投与では網内系臓器が抗体産生に

関係するが,腹 腔内注射及び皮下注射では局所のリ

ンパ腺以外の網内系組織はあまり関係しないものと

思 わ れ る.又 抗 原 の 細 胞 内 分 布 に関 してHauro

witz25)26)等 はI131卵 白 アル ブ ミンを用 い,緒 方21)

等 はI131-異 種 蛋 白 を 用 い て抗 原 の細 胞 内分布の実

験 を 行 いI131抗 原 の比 放 射 能値 が ミ トコン ドリア,

次 いで マ イ クロ ゾー ム に 多 い事 実 よ り ミ トコン ドリ

ア,マ イ ク ロゾ ー ム と抗 体 生 成 の関係 について論 じ

て い る.著 者 の 行 つ たAtosyl-azo-人 血 清 アル ブミ

ン によ る実験 に 於 て も之 等 と ほぼ 同様 の結果を得

た.

抗 原 の 血 中 濃度 と尿 中排 泄 との関係 につ いては第

1編 に 於 て 行 つ たEvane-blue-azo-蛋 白に よる実験31)

及 び望 月32),井 上33)に よ る 実 験 と概 ね 一 致 し,

 Atoxyl-azo-蛋 白 に よ る 実 験 に於 て も血 中濃度 と尿

中 排 泄 は 平 行 し,又 糞 中へ の抗 原排 泄 も之 と平行す

る結果を得た. 24時 間以後に於ては糞便の方が尿串

りも1g当 りの砒素含有量が常に多いのは血中には

既に0.5%に 減少 しているに比し,臓 器,特 に肝臟
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中に は多 量 め抗 原 が 存 在 して お り,之 が 胆道,腸 を

経 て排 泄 され る為 と も考 え られ る,尚 抗 原 投 与 後6

時 間 まで の尿 中 に一部 蛋 白 と結 合 した ま まの 型 で抗

原 が排 泄 された こ とはEvans-blue-azo-蛋 白 の場 合

と一致 す る.之 は抗 原 が組 織 に摂取 され る こ とな く

直 接 に血 中 か ら排 泄 され た もの と思 わ れ る.

本 間34)等 はPseudomonas aeruginosaの 内毒 素

をマ ウス に投 与 してAnaphylaxie時 に 於 け る抗 原

の 生 体 内 分 布 に つ い て 実験 を行 いAnaphylaxie

 Schockに て死 亡 した マ ウ スの 肺 臓 に は アセ チ ー ル

コ リンによ りSchock死 した場 合 よ り も約10～15倍

程 度 多量 の抗 原 を 認 め た と報 告 して い る.著 者 の行

つ た 実 験 で は 対 照 と してAnaphylaxie Shockに

最 も 類 似 し たSchockを 起 す と云 われ るPepton

 Schock及 び単 な る瀉血 死 を行 つ た がPepton Schock

死 と瀉 血 死 と で は 大差 な く, Anaphylaxie Schock

例 に於 て は対 照 例 に比 し肺 臓 に 特 に 多 く2～6倍 量

の 砒素 を検 出 した.そ の他 の臓 器 で は肝 臓,脾 臓,

腎臓 にやや 多 い程 度で 対 照 例 と大 差 は認 め られ なか

つ た.こ の実 験 に 於 て海 〓の 死 亡時 には 流 血 中 に未

だ 多量 の抗 原 が 存 在 してお り,環 流 が 不 完 全 で あ る

とその 影響 を 受 け 易 く考 え られ るがAnaphylaxie

 Schock死 した 海 〓 の肺 臓 は 強 度 の水 腫 を 起 して お

り,対 照例 に比 して貧 血 の 度 が非 常 に大 で あ るの で

流血 によ る影 響 は極 め て少 く,む しろ対 照 例 の方 が

そ の影 響 を受 け 易 い よ うに 思 われ る.何 れ にせ よ

Anaphylaxie Schockに よつ て 死 亡 した動 物 の肺 に

最 も著 しい変 化 を来 し,又 多 量 の抗 原 が 肺 に移 行 す

る ことよ り 肺 臓 とAnaphylaxie Schockと の間 に

密 接 な関係 の あ る こ とは疑 いの な い事 実 で あ る と思

わ れ る.

第5章　 結 論

Atogyl-azo-人 血 清 ア ル ブ ミンを 抗 原 と して 海 〓

に投与 した場合に於ける生体内分布並びに糞尿中へ

の排泄について研究 し次に述べる事実を確認した.

1) 抗原を静脈内注射により投与 した場合は注射

後8時 間で各臓器とも最高値を示 し,臓 器への抗原

分布度は特に網内系に多 く,肝 →骨髄→腎→脾→腹

部 リンパ腺→肺の順である.

2) 抗原を腹腔内注射により投与 した場合は注射

後12時 間で最高値を示し,腹 部 リンパ腺に多 く肝,

脾,腎 にも多少は認められるが網内系への抗原分布

は少い.

3) 抗原を皮下注射により投与した場合は注射後

24時間にて最高値を示 し,網 内系への抗原分布は極

めて少い.

4) 抗原の細胞内分布は ミトコン ドリァに最 も多

く,ミ トコンドリア→マイクロゾーム→核の順であ

る.

5) 抗原の血中濃度と尿中及び糞便中への排泄は

共に平行関係にあり,糞 便1g当 りの砒素排泄量は

常に尿中砒素排泄量より大である.

6) 静脈内投与された抗原は11日後にその84%を

糞尿中に排泄 し, 15日後には砒素排泄は認められな

い.

7) Aaaphylaaie Schock死 した場 合には抗原は

対照例に比し特に肺に多 く移行 し,且つAnaphyaxie

の度が強い程多量に移行する傾向がある.

擱筆するに当り御懇篤なる御指導並に御校閲の労

を賜つた恩師大田原教授に対 し深甚の謝意を表する

と共に,終 始御親切なる御指導を仰いだ緒方助教授

に深謝する.

(本論文の要旨は昭和33年4月9日 第28回 日本衛

生学会総会に於て発表した)
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Serological Studies on Azoproteins

Part 3 Distribution of Atoxyl Azoproteins in vivo Both in Normal 

State and Anaphylactic Shock

By

Masayuki Sidao

Department of Public Health, Okayama University, Medical School
(Director. Prof. K. Ohtahara, M. D.)

The anther refined atoxyl-azo-human serum albumin and gave it as the antigen to a 

guinea-pig and obtained the following results on its distribution in the body and the excre
tion into the excrements.1

) Storages of the antigen given to the animal by the venous injection show the highest 
amounts at each oragans in 8 hours after the injection, and the ascending arrangement of the 
amount is this: -liver, bone marrow, kidney, spleen and abdominal lymphatic gland 

and specially much at reticuloendothelial system.
2) In case of the abdominal injection, the highest storages at each organs are in 12 

hours after the injection: and much at the abdominal lymphatic gland and some at liver, 
spleen and kidney and only a little at reticuloendothelial system.

3) In case of the hypodermic injection, the highest storages at each organs are in 24 hours 

after the injection and very a little distrbution is shown at reticuloendothelial system.
4) The antigen cone zmtration in the blood and its excretion into than excrements are 

parallel each other.
5) The distribution and storage of the antigen in a cell are the most at mitochondria, 

the next microsome and the next nucleus.
6) The excretion of araauic into the dung of I gramme is always more than that of 

the urine of I gramme.
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7) The antigen amount given by the venous injection has been excreted into the excre

ments in II days, and in 15 days arsenic not seen.
8) The antigen is distributed to a lung much specially at the test of the anaphylactic 

shock death compared with a standard example and the higher degree of anaphylactic occures, 
the more distrtbation is held on.


